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先月号ではI乾乳期Jに対する考え方の変遷について述べましたが、捉え方の変化は
科学の発展、いわば人の都合でしかありません。牛（動物）側からの視点で考えると、

今も昔も変わらず分娩間近になると必ず体に変化が起きています。牛を健康に飼うに

は、まず牛という生き物を理解することが重要です。そこで、乾乳期の乳牛に起こる

2つの変化について解説します。（筆者）

泌乳の効率化のため必要な期間

当然ですが、乳牛の一番の仕事は泌乳で

す。しっかりミルクを出してもらわなくて

は経営が成り立ちません。図1は乳牛の乳

腺組織の模式図です。乳房を拡大して見る

とブドウのような構造で、たくさんの乳腺

胞で埋め尽くされています。この乳腺胞は

袋状に構成された乳腺上皮細胞とそれを取

り囲む筋上皮細胞でできており、周りには

たくさんの血管が張り巡らされています。

そして乳腺上皮細胞で乳がつくられ、その

内側の腔（こう）へ放出され乳管を通り下降

し乳腺槽や乳頭槽にたまります。搾乳や晴

乳の刺激により、脳からオキシトシンとい

うホルモンが分泌されて血液に入り乳房へ

届けられると、乳腺上皮細胞を囲む筋上皮

細胞が収縮され、さらに乳が搾られて下に

降り乳頭孔から排出されます。lQのミル

クをつくるためには、乳房へ約500Qの血

液が流れる必要があるといわれており、乳・

血液・乳腺組織を合わせると乳房の重さは

約40～50k_gにもなります。泌乳期の問、

乳牛はこのような仕組みで乳生産を続けて

いますが、いつまでも続くかというと、分

娩後1～2カ月をピークに徐々に減ってい

きます。これは泌乳開始から 1～3カ月目

図1乳牛の乳腺組織（模式図）
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に徐々に乳腺の退行（細胞が働かなくなり死

んでしまうこと）が始まるからです。そして

乾乳に入り搾乳しなくなるとその細胞の死

は一気に進み、乳房は小さくなります。こ

の乳腺の退行に必要な期間は約2、3週間

といわれています（図2）。そして次の分娩

に備えて乳腺が再構築され、初乳がつくら

れ始めるのは分娩の約2、3週間前です。

人では病原体から身を守るための「抗体」を

母から子へ胎盤を通して渡すことができま

すが、牛は渡すことができません。そのた

め牛は、初乳の抗体が母牛の血中濃度の約

10倍にもなるように積極的に取り込まれる

ようになっており、この抗体がたくさん入

った初乳を飲むことで、 子牛は自分で抗体

をつくれるようになるまで病気に抵抗でき

ます。さらに初乳には成長に強く関わる成

分や下痢を防ぐような成分も多く含まれる

ことが明らかになってきています。そのた

め、分娩2、3週間前の乳腺の再構築は初

乳分泌のために非常に重要です。

乾乳期間が一般的な60日間であれば、こ

の乳腺の退行と再構築の聞に乳腺の活動が

何も起こらない休止期ができますが、その

必要性については現在も議論されていると

ころです。この点については今後の連載で

考えていきたいと思います。これらをまと

めると、乾乳期の4～6週間は乳腺の退行

と再構築（更新）を

行っているため、

乳牛の一番の仕事

である泌乳を効率

良く行うには必要

な変化と期間であるといえます。

胎子の成長を助けるための生理的変化

妊娠期間の最初の 1カ月間はまだ「日壬」と

呼ばれており、約1カ月たつと頭や肢が区

別できるようになります。そして、 2カ月

目以降は「胎子Jと呼ばれるようになります。

その後徐々に成長し、妊娠後約5カ月 目か

ら体重は明らかに増え始め、 最後の1カ月

間では増体が最も著しく 2倍近くまで増加

します。そのため分娩1カ月前には物理的

に胃が圧迫されてしまい、どうしても採食

量は減ってしまいます。それでも胎子の成

長や初乳分泌のためエネルギーは必要です。

また、分娩後の乳生産を支えるためには、

乾乳期間に蓄積された体脂肪が維持されて

いることも重要です。従って、飼養管理者

は要求量を満たせるように栄養価の高い餌

を給与することになりますが、牛にも胎子

の成長を助けるために変化が起きます。通

常の場合、必要以上に餌を食べると余った

分の栄養（エネルギー）はインスリンという

ホルモンの働きで体に蓄積されます。私た

ちが食べ過ぎると太るのも同じ現象で、こ

れを「同化Jといいます。

一方、分娩間近では胎子や乳腺に栄養を

行き渡らせる必要があるため、同化のまま

では問題が起きてしまいます。そのため分

娩に近づくにつれ、同化に働くインスリン

が効きにくい体質になり、栄養を自分自身

にため込まないようになります。これを「異

化Jといいます。母牛の体に蓄積されない栄

養はそのまま血液に乗って、胎子や乳腺へ

運ばれ、胎子の成長や初乳分泌に働くこと

になります。これは牛に限らず、 H甫乳類に

は当たり前に起こる現象ですが、 異化の作

用が強しE場合や分娩後も引き続き起こると、

それはまた別な問題を引き起こします。こ

れについては今後解説していこうと思いま

す。

図2 乾乳期間の乳腺の退行と再構築
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牛は環境の変化を好まない

このように、乾乳期の牛は休んでいるよ

うに見えますが、目に見えないところで、

とても重要なさまざまな変化が起きている

ことを理解できたかと思います。こうした

状態にある乾乳牛にはストレスなくゆっく

りと休んでもらいたいのですが、 主に牛舎

施設の関係で、飼養環境を変更せざるを得

ない場合が度々あります。では、この飼養

管理上の変化は乾乳牛へどのような影響を

与えるのでしょうか。

飼養管理上の変更は酪農家の方針や牛舎

などの施設によって異なり、さまざまなパ

ターンが考えられます。その中でも多く見

られるのは、乾乳舎内の移動（前期から後期

へ）や、乾乳舎から分娩房、 分娩房から搾

乳舎への移動です。牛はあまり変化を好ま

ず、いつも同じ場所で同じようなリズム（同

じ時間帯の給餌や搾乳）で生活するのが好き

な動物です。それでも長く飼養されている

経産牛であれば、牛舎聞の移動はあまりス

トレスを与えないかもしれません。しかし

初めて分娩・泌乳する未経産牛には大きな

ストレスです。それまでは同じような月齢・

体格で飼養されていた牛も、分娩前には乾

乳牛と一緒の牛舎で飼養されることは珍し

くありません。飼養スペース、特に 1頭当

たりの飼槽幅と牛床数が不十分な場合には

必ず競争が起こり、 若い牛や体格の小さい

牛では食い負けも起きます。このような状

況下では、採食時以外の起立時間が増加し、

さらには前肢のみ牛床に乗せて立つパーチ

ングという行動を見せます。パーチング時

闘が長いと泌乳期の蹄病につながるとも報

告されています。また、各牛舎で給与する

飼料が異なることも少なからずストレスを

与えます。搾乳を終える乾乳処理時には乳

量を減らすために低栄養の餌を与えます。

乾乳前期にもまだ胎子成長は緩やかで初乳

の分泌もないため、太り過ぎないように乾

乳処理時ほどではありませんが、 栄養価の

低い餌を給与します。そして乾乳後期には

物理的な胃の圧迫と泌乳期での餌に順応さ

せるため、栄養価の高い餌へと変更します。

この時の栄養価増減には濃厚飼料給与の有

無や給与量増減、地域によってはトウモロ

コシサイレージの給与量増減が行われてい

ると思います。

これらの餌を牛が自分自身で使える栄養

源に変えるためには、第一胃（ルーメン）内

微生物による分解が不可欠で、あり、その餌

の成分によって分解できる微生物の種類が

異なります。飼料成分が大幅に変更する場

合には、第一胃内微生物の構成や分解した

後に栄養を吸収するための第一胃の繊毛

（じゅうもう）構造の変化に40～50日ほど

かかるといわれています。それほど大きな

変化でなくとも変更した

飼料にしっかり適応する

まで2、3週間必要です。

一方で、乾乳処理時、

一時の餌の変化は栄養的

にはそれほど問題ではあ

りませんが、帯広畜産大

学の牛を見る限り急に組

末な餌に代わるため性格

が悪くなり言うことを聞

かなくなる牛が多く見受

けられ、これはこれで大変です。

しかしながら、これらの変更はやむを得

ず実施しているため、どうしようもありま

せん。ただ、 牛への負担やストレスがかか

っているということを忘れずに、ちょっと

した牛のサインを見逃さず、問題のある場

合には早めに対応することが大切です。サ

インを見逃した場合には疾病につながるこ

ともあります。次回は周産期疾病の種類と

その要因について説明します。
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組飼料のみでも高乳量・高乳成分J
BCSが落ちつ、Sい
分娩難易度が低く安産

NZ では大型で容積のある生1·~：：』

BW185 乳量＋1279 繁殖能力 3.4
BCS0.00 蛋白＋40.9kg(3.7%) 牧草からのミルクの

生産能力が抜群！指肪41.8kg(4.4%) 分娩難易度 0.8%

LIC精液のご注文は電話・ FAXでOK 全国で利用可

司日本のユーザーの NZ娘牛へのコメント

NZの子牛はミルクを良く飲み、育てやすい／粗飼料をよく食い込み、 BCS

が維持される／乳量は少し落ちるが繁殖が良く、分娩間隔が短縮された／受

胎率がよく、一年一産をキープ／サイズは日本の牛より一回り小さくなった
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